【所定様式１】 

個人調書

ふりがな

氏名：

生年月日：

国籍：
現住所：〒***-****  **県**市**町**－**

電話番号、FAX番号、e-mail

現職：

学      歴
19**年**月
****大学****学部****学科卒業
19**年**月
****大学大学院****研究科博士課程前期課程（または修士課程）入学
19**年**月
同上修了
19**年**月
****大学大学院****研究科博士課程後期課程入学
19**年**月
同上修了（あるいは「博士課程（後期課程）中途退学」「博士課程（後期課程）単位取得退学」



「博士課程（後期課程）学修＜あるいは満期退学＞」のいずれか）
19**年**月
博士（****学、****大学）

	最終学歴：****大学大学院****研究科博士課程後期課程単位取得退学
学   位：修士(****)または****修士、博士(****）または****博士
博士学位論文名：***************


職      歴
19**年**月～19**年**月
****大学****学部助教授

19**年**月～現在に至る
****大学****学部教授
学会及び社会における活動等
****学会所属

@@@@学会所属　　　

                                          上記のとおり相違ありません。

· ○○○年○月○日








氏名  アカデミック太郎　　　印
教育研究業績書

· ○○○年○月○日








氏名  アカデミック太郎　　　印
研究業績
Ⅰ．著書 (※刊行年は、初版の出版年を記入) 


１．単著『・・・・書名・・・・』（出版社名，刊行年) 

２．単著『・・・・書名・・・・』[博士学位論文]（出版社名，刊行年) 

３．編著 『・・・・書名・・・・』（出版社名，刊行年) 

４．共著（ないし共編）『・・・・書名・・・・』（Ａ氏との共著ないし共編　出版社名，刊行年) 
Ⅱ．論文

１．単著「・・・・論文名・・・・」（『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月、ないし『発表書名』出版社名，刊行年）

２．単著「・・・・論文名・・・・」[博士学位論文]（『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月、ないし『発表書名』出版社名，刊行年）

３．共著「・・・・論文名・・・・」（Ｂ氏との共同執筆。『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月、ないし『発表書名』出版社名，刊行年) 

Ⅲ．翻訳

１．単独訳（原著者名）『・・書名・・』（出版社名，刊行年），ないし（原著者名）「・・論文名・・」（『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月) 

２．共同訳（原著者名）『・・書名・・』（Ｃ氏との共同訳。出版社名，刊行年），ないし（原著者名）「・・論文・・」（Ｄ氏との共同訳。『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月) 

Ⅳ．調査報告

１．単独調査『・・調査テーマ・・』（発行機関名，刊行年・月），ないし「・・調査テーマ・・」（『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月) 

２．共同調査『・・調査テーマ・・』（共同調査者名，発行機関名，刊行年・月），ないし「・・調査テーマ・・」（共同調査書『発表誌名』**巻**号，発行機関名，刊行年・月)

Ⅴ．学会報告

１．単独報告「・・報告テーマ・・」（大会名称，主催学会名，開催地，開催年・月）

２．共同報告「・・報告テーマ・・」（Ｅ氏との共同報告。大会名称，主催学会名，開催地，開催年・月）
Ⅵ．その他

上記に含まれないが業績として評価されるものを記述する。
教育実績

１．　学部教育実績
19**年**月～19**年**月
****大学****学部
主な担当科目

２．　大学院教育実績
19**年**月～19**年**月
****大学大学院****研究科
主な担当科目

３．　外国での教育実績
19**年**月～19**年**月
****大学****学部
主な担当科目

４．　その他の教育実績
19**年**月～19**年**月
****研究所 
主な担当科目
記入要領
	共通


          ①年号は、すべて西暦で記入すること。
          ②本籍は、日本国籍の場合は都道府県名を、外国籍の場合は国籍を記入すること。
	学歴


          ①大学もしくは高等専門学校、またはこれらと同等以上と認められる学校の卒業以上の学歴を、すべて記入すること。

  ②大学院（新制）の博士課程を出て、まだ博士号を取得していない場合の学歴は、「博士課程（後期課程）中途退学」「博士課程(後期課程)単位取得退学」「博士課程（後期課程）学修〈あるいは満期退学〉」のいずれかを記入すること。大学院 （新制）の博士課程を出ると同時に博士号を取得した場合（課程博士）は、「博士課程（後期課程）修了。」と記入すること。
          ③大学の別科、専攻科は「学歴」に記入すること。研究生、聴講生等は「学歴」に記入すること。
          ④学位、称号の他、医師、弁護士、公認会計士、教員等の資格についても「学歴」に記入すること。
          ⑤博士の学位を取得している場合は、その授与年と機関名を明記する。1991（平成３）年８月以降に博士号を取得した場合、「博士（○○学、○○大学）」と記入すること。博士学位論文名については研究業績の中のみに記載してもよい。
	職歴


          ①職歴すべてを記入し、職名、地位等についても明記すること。
          ②各職歴について、いつからいつまでの職歴かが明確になるように記入すること。なお、現職については必ず「現在に至る」と明記すること。
          ③大学等に専任として就任後の非常勤講師等の記録は記載しない。
	研究業績


         ①研究業績とみなされるものにかぎり記入すること。なお、研究業績の記載順序は学問領域によって変更してもよい。
         ②記入は，著書、論文、翻訳、調査報告、学会報告、その他の業績グループごとに，発表年月順にすること。発行または発表が予定されているものは記載しない。
         ③業績については，すべて冒頭に，単独か，共同かの区分を明示すること。
         ④欧文の論文についても記入要領は、日本文の論文の場合と同じとする。
         ⑤著書は、単行本として刊行されたもの。
         ⑥論文は、逐次刊行物に掲載されたもの。
         ⑦「博士学位論文」は、著書として刊行された場合は｢単著｣欄に、論文集などに掲載された場合または未刊行の場合は｢論文｣欄に[博士学位論文]と付記して記載すること。
	教育実績


         教育実績を記入する。






写真


（40㎜×30㎜）









